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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2020-2021年度クラブ方針 

自制心と結束力を繋ぐ理解のハーモニー 
「学ぶLearning・感じFeeling・動くMoving」 

橋爪（正）君：松村君、卓話ご苦労様です。 

児島君：松村さん、卓話楽しみです。 

脇村君：松村さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

宮井君：お久し振りです。皆様お元気そうで何よりです。

松村君、本日の卓話楽しみです。 

松村君：本日卓話させていただきます。 

川口君：松村さん、本日の卓話宜しくお願い致します。10

月は米山月間です。皆さま、ご寄付のほどお願い致しま

す。 

石垣（泰）君：松村秀一君、卓話が楽しそうです。宜しくお

願いします。 

木本君：松村秀一さん、本日の卓話宜しくお願い致しま

す。 

丸山君：松村様、本日の卓話楽しみにしています。 

児嶋君：松村秀一君、卓話よろしくお願いします。 

福原君：松村さん、本日卓話楽しみです。 

嶋田君：松村さん、卓話楽しみです。よろしくお願いしま

す。 

上野山（栄）君：松村さん、私にふさわしい卓話で勉強しま

す。 

北畑君：本日の卓話、松村秀一さんよろしくお願いしま

す。 

 

（上野山（捷）例会運営委員） 

本日の会員数２９名 

（出席規定免除会員９名） 

出席会員数２４名 

（出席規定免除会員９名） 

 

（橋爪（誠）会長） 

 「ラグビー」 
 本日10月1日はお月見です。夜空を見上げてみて下さ

い！ 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２９５１回例会） 

令和２年１０月１日(木）  

（橋爪（誠）君） 

 

（川口親睦活動委員長） 

会員誕生：川口君、成川（守）君 

配偶者誕生：宮井清子さん、児嶋純子さん、 

        石垣亜里子さん、山口ゆみさん 

結婚記念：岩橋君、石垣（洋）君 

（北畑副SAA） 

橋爪（誠）君：松村秀一会員、本日のユニークな題の卓話

ご準備ありがとうございます。楽しみに聞かせて頂きま

す。本日はお月見です。きれいな月が見れそうです

ね。 

井上君：川口カウンセラー、石垣泰伸委員長、先日は地

区の委員長会議お疲れ様でした。松村さん、本日の卓

話楽しみです。 

成川（守）君：皆様お久しぶりです。 

岩橋君：松村さん、卓話楽しみにしています。 

上野山（捷）君：松村秀一さん、本日の卓話楽しみにして

います。10月は米山月間です。よろしく。 

  令和２年１０月８日 第２９５２回 

・会員卓話：児島 良宗 君 

 「これも 仏教語？」 

・ソング：「それでこそロータリー」 

  令和２年１０月１５日 第２９５３回 

・米山奨学生卓話：任 泰然 君 

 「もっと広い世界を発見しよう」 

・ソング：「四つのテスト」 
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島 海碩 書 

今月の誕生・結婚祝 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
R広報委員長  

橋爪 誠治 

井上 修平 

菅原 佳典 

10月会員お誕生日 

 成川（守）君、川口君 

10月結婚記念 

  岩橋君 



２ 

地域社会の経済発展月間／米山月間 

 10月は地域社会の経済発展月間と米山月間です。ま

た10月20日で東京ＲＣの100周年となります。10月24日

は世界ポリオデーでロータリーを存分に体感する月です

が、コロナの影響でなりを潜めてしまわないようにどうか皆

様個人でもご興味を持って下さるとうれしく思います。 

 去年の今頃、2019年9月20日～11月2日にかけてラグ

ビーワールドカップ2019で盛り上がっていたことを覚えて

いますでしょうか？新型コロナウイルスや、自然災害など

の記憶で追いやられていないでしょうか？ 

 本日は、ラグビーの良さとロータリーに触れさせて下さ

い。ラ グ ビ ー 憲 章 に は、品 位（INTEGRITY）情 熱

（PASSION）結束(SOLIBARITY)規律(DISCIPLINE)尊敬

(RESPECT)を掲げ、ラグビーフットボールを身近に感じて

もらい、誇りをもってラグビーを楽しんでもらうように世界

標準でラグビー憲章を掲げています。私も高校生の時に

超弱小ラグビーチームに所属し、名門高校の練習試合

では屈強な選手揃いで、恐怖をずっと感じながらプレイ

していたことを思い出しました。 

 また、財団法人日本ラグビーフットボール協会のラグ

ビー憲章の基本原則には、「フェアープレイの精神」

「ノーサイドの精神」および「ワン・フォー・オール オー

ル・フォー・ワン」に代表されるラグビー精神を尊重し事業

活動を行うと記載されています。 

 ラグビーの良さは、自己犠牲精神だと思います。身を挺

するプレイが多いことです。正しく自己犠牲です。ラグ

ビーはタックルをする際に、する側、される側お互いに痛

みを感じています。恐怖を克服しなければなりません。お

互いの痛みを知りながら、危ないスポーツをしているから

お互いを尊重しあい、スポーツの醍醐味を肌に感じフェ

アープレイに徹し、チームのため、自分のためになる行

為を積み重ねていくという考えが大好きですし、ラグビー

の精神は私の中の正義としています。そしてその正義と

凄く親しみやすいのが、ロータリー精神だと考えていま

す。会員卓話でお話して頂いた、四つのテスト、シェルド

ンの職業奉仕などなど、そしてそれを実践するなかで皆

様に感じてもらいたいのが、クラブ奉仕が学びの基礎に

なるという事です。 

 一番ロータリーで身近な自己犠牲は、時間を割くことだ

と思います。 

 著者：廣畑富雄PGD 2700地区「ロータリーの心の原

点」back to Basics 基本に帰ろう の本にわかりやすくクラ

ブのためについて記載されていました。クラブ奉仕はクラ

ブサービスと表記した方が親しみやすく、要するにクラブ

のためになることを会員がクラブに行う行為です。クラブ

のためになる行為は、まずは例会出席から始まり、クラブ

の行事に協力をする。事務局からの案内返事は直ちに

行い手をとらない。「クラブへのサービスを、クラブにため

になることを、積み上げていきましょう。」と説明してくれて

います。 

 もちろんですが、会長、幹事、理事役員はクラブのため

になることをもちろん丁寧に行う大前提だと思っておりま

す。 

 One for all  All for one 「会員は有田RCために、有田

RCは会員のため」となるようなクラブ運営を心掛けたいと

願っています。会員の皆様宜しくお願い申し上げます。 

（井上幹事） 

1.地区より来年6月開催の台北国際大会の分科会に参

加依頼が届いています 

2.地区よりポリオ寄付について案内が届いています（本

日の理事で協議後、次回例会で詳細を報告します） 

3.例会変更は後方に掲示しています 

 

 

※米山記念奨学会委員会（上野山（捷）委員長） 

 米山関係の資料回覧しています。賛助会入会のお願

い。 

※地区米山寄付増進小委員会（川口委員） 

 米山月間寄付増進のお願い。 

※社会・青少年奉仕委員会（石垣（泰）委員長） 

 クラブ社会奉仕委員長会議 2020年9月19日（土） 

 14：00～16：30 和歌山JAビル2F 参加してきました。 

※国際奉仕委員会（福原委員長） 

 国際奉仕は活動としてラオスで困っている子供さんに

寄付事業ができればと、駐日ラオス大使館担当者様へ

メール配信しています。ラオスの米山学友ポンピパック・

ダーラーさんを窓口にリモート寄付事業を企画させて頂

きます。 

 

 

「貧乏人の経済学」 

                    会員 松村 秀一 君 

――――貧乏人の経済学―――― 

（アビジット・バナジー  エスター・

ヂュフロ 共著 を読んで） 

著者の二人が貧乏な人の生活を、

その複雑さと豊かさのすべてにおい

て理解するだけの手間暇をかけて

た15年間の体験と実験の結果が書

かれています。 

内容は「食料、健康、教育、金融、保険、医療、貯蓄、起

業、政策と政治」貧乏な人にかかわる様々な事柄につい

て詳細に語られています。 

私たちには思いもよらない困難や貧乏にとらわれてしまう

罠や、ジェンダー、女性差別の問題もあちらこちらの場面

で出てきます。 

本の最後に語られる言葉を引用します。 

貧困を間違いなく根絶してくれるようなレバーもありませ

んが、それがないことを認めれば、時間がこっちの味方

に付いてくれます。貧困は何千年も人類とともにありまし

た。貧困の終わりまであと五十年か百年待たねばならな

いのであれば、それはそれで仕方ないことです。少なくと

も、何か簡単な解決策があるようなふりはやめられます

し、世界中の善意の人々――政治家たちや官僚、教師

やNGOのワーカー、学者や起業家たち――とも手を結

べるようになります。彼らとともに、大も小もいろんなアイ

デアを探求することで、いずれだれも1日99セント以下で

暮らさなくてすむ世界に到達できるのです。 

閉会・点鐘 （橋爪（誠）会長） 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 


